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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

ハ
チ
咬
傷�

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
※
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
症
状

が
出
現
す
る
の

は
刺
傷
か
ら
２

〜
３
時
間
以
内

（
ほ
と
ん
ど
は

30
分
以
内
）
が

多
く
、
時
間
が

短
い
程
重
篤
で

す
。
多
臓
器
不

全
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま

す
。

ム
カ
デ
咬
傷
　�

　
自
宅
で
も
で
き
る
初
期
治
療
が
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
44

～
46
度
程
度
の
お
湯
を
20
分
程
度
か
け
続
け
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
温
熱
療
法
で
痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
42
度

以
下
で
は
無
効
、
48
度
以
上
で
低
温
熱
傷
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
温
度
調
節
が
き

ち
ん
と
で
き
れ
ば
こ
う
し
た
対
応
も
自
宅
で

し
て
も
ら
う
の
は
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
不

安
で
あ
れ
ば
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

動
物
（
犬
、
猫
、
人
）
咬
傷
　�

　
犬
よ
り
怖
い
の
は
ヒ
ト
？�

　

猫
、
人
は
特
に
感
染
率
が
高
い
で
す
。

と
き
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
意
外
に
傷
が
深
く
、
神
経
や
血
管
、
腱
な
ど
を
損
傷
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人
咬
傷
で
は
殴
っ
た
際
に
相
手

の
歯
で
拳
を
負
傷
し
伸
筋
腱
や
指
関
節
を
損
傷
し
や
す
い

で
す
。
咬
ま
れ
た
際
は
、傷
口
を
洗
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

〈
治
療
〉
基
本
的
に
は
病
院
で
の
治
療
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い

①
せ
っ
け
ん
を
用
い
て
、
水
道
水
や
生
理
食
塩
水
で
十
分

洗
浄
し
ま
す
。
洗
浄
が
で
き
な
い
よ
う
な
深
い
創
や
汚

染
の
強
い
創
は
、
局
所
麻
酔
下
で
外
科
的
治
療
を
行
い

ま
す
。

②
原
則
あ
え
て
傷
を
あ
け
て
、
ガ
ー
ゼ
で
覆
い
ま
す
。

③
受
傷
後
時
間
が
経
過
し
腫
れ
て
い
る
も
の
は
、
切
開
処

置
や
抗
生
剤
の
点
滴
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

入
院
加
療
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
破
傷
風
対
策
も
必
要
で
す
。

⑤
狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
ほ
ぼ
致
死
率
１
０
０
％
。
国
内

で
の
犬
か
ら
の
感
染
報
告
は
60
年
以
上
皆
無
で
あ
り
、

国
内
で
飼
い
犬
な
ど
に
か
ま
れ
た
場
合
に
は
基
本
的
に

は
心
配
は
無
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
…
、
令
和
２
年
に
こ
ん
な
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
愛
知
県
豊
橋
市
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
日
し
た
外

国
籍
の
男
性
が
狂
犬
病
を
発
症
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
と

発
表
し
た
。
男
性
は
令
和
元
年
９
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬

に
か
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
感
染
し
た
と
み
ら

れ
る
。
狂
犬
病
の
発
症
が
国
内
で
確
認
さ
れ
た
の
は
平
成

18
年
以
来
、
14
年
ぶ
り
と
な
る
」

　
従
っ
て
、
海
外
で
の
受
傷
歴
、
狂
犬
病
流
行
地
域
（
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
）
へ
の
渡
航
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ヘ
ビ
咬
傷
　�

　
日
本
で
は
ハ
ブ
、
マ
ム
シ
が
毒
ヘ
ビ
の

代
表
で
す
が
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
も
毒
を
持
ち

ま
す
。
か
ま
れ
た
と
き
は
ヘ
ビ
の
種
類
を

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
毒
牙
に
よ

る
創
（
牙
痕
）
が
目
印
に
な
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

　
受
傷
直
後
〜
30

−

60
分
で
腫
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、腫
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、

経
時
的
変
化
の
確
認
が
必
要
で
す
。

　
近
年
、
毒
素
排
出
の
た
め
の
切
開
、
吸

引
は
無
意
味
と
す
る
意
見
が
多
い
で
す
。

〈
治
療
〉

①
毒
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、創
傷
の
評
価・

洗
浄
・
破
傷
風
予
防
を
行
い
ま
す
。

②
創
部
の
経
時
的
変
化
に
よ
っ
て
は
外
科

的
切
開
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

③
初
期
治
療
は
抗
毒
素
が
重
要
で
、
抗
菌

薬
治
療
も
行
い
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
治

療
も
有
効
と
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。

④
基
本
的
に
は
全
例
入
院
の
上
で
、
頻
回

の
経
過
観
察
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
刺
咬
　�

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
、
日に

ほ
ん本
紅こ

う
は
ん
ね
つ

斑
熱
、
ラ
イ
ム
病
、
重じ

ゅ
う
し
ょ
う症
熱ね

っ
し
ょ
う性
血け

っ
し
ょ
う
ば
ん

小
板

減げ
ん
し
ょ
う少
症し

ょ
う
こ
う
ぐ
ん

候
群
（
Ｓエ

ス
エ
フ
テ
ィ
ー
エ
ス

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
な
ど
の
病
原
体

が
体
内
に
侵
入
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
マ
ダ
ニ

頭
部
の
完
全
な
除
去
が
必
須
で
す
。
虫
体
の

残
存
が
疑
わ
れ
る
際
に
は
周
り
の
皮
ふ
ご
と

切
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
今
年
は
梅
雨
入
り
も
早
く
、
例
年
に
も

ま
し
て
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。例
え
炎
天
下
で
あ
っ
て
も
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
は
野
山
を
駆
け
回
っ

た
り
、
働
き
者
の
大
人
た
ち
の
中
に
は
畑

仕
事
に
精
を
出
し
た
り
す
る
方
々
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
夏
場
に
か

け
て
増
え
て
く
る
外
科
的
疾
患
の
一
つ
と

し
て
、「
虫
咬
傷
、
動
物
咬
傷
」
が
あ
り

ま
す
。「
蚊
に
刺
さ
れ
て
か
ゆ
い
」
と
い

う
悩
み
か
ら
「
ハ
チ
や
ム
カ
デ
、
ヘ
ビ
に

か
ま
れ
た
け
ど
大
丈
夫
か
」、「
野
良
犬
や

猫
に
か
ま
れ
た
け
ど
ど
う
し
ら
よ
い
か
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
心
配
に
な
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
虫
、
動

物
咬
傷
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〈
ハ
チ
、
ム
カ
デ
、
マ
ダ
ニ
に
共
通
す
る
治
療
〉

①
ハ
チ
の
針
は
抜
き
ま
す
。
ち
ぎ
れ
た
場
合
は
局
所
麻
酔
を
使
用
し
て
摘

出
し
ま
す
。

②
皮
ふ
の
腫
れ
、
水
膨
れ
、
皮
ふ
出
血
、
硬
結
な
ど
の
局
所
症
状
改
善
の

た
め
に
ス
テ
ロ
イ
ド
入
り
軟
膏
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
か
ゆ
み
が
激
し
い
時
に
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

④
多
発
病
変
で
炎
症
の
強
い
時
に
は
ス
テ
ロ
イ
ド
の
内
服
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
適
宜
、
患
部
の
状
態
に
よ
り
上
記
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。

※アナフィラキシーショックとは
〜マダニについて〜

　マダニは、シカやイノシシなどの野生動物が出没する環境に多
く生息し、民家の裏山や畑などにも生息しています。
野外では、腕・足・首など、肌の露出を少なくしましょう！

　ダニの多くは、長時
間吸血します。吸血中
にマダニを無理に取り
除こうとすると、マダ
ニの口器が皮ふの中に
残り化膿することがあ
るので、皮膚科などの
医療機関で、適切な処
置を受けてください。
　マダニにかまれた
ら、数週間程度は体調
の変化に注意し、発熱
などの症状が認められ
た場合は、医療機関で
診察を受けてくださ
い。

夏
に
な
っ
て
出
て
く
る
虫
、
動
物
、

夏
に
な
っ
て
出
て
く
る
虫
、
動
物
、

��

「
刺
さ
れ
た
、
か
ま
れ
た
」
と
き
に
ど
う
対
応
す
る
？

「
刺
さ
れ
た
、
か
ま
れ
た
」
と
き
に
ど
う
対
応
す
る
？

外
科
診
療
科
医
長
　
高た
か

　
尾お

　
　
聡さ
と
し

ムカデマダニ

マムシ

ヤマカガシ

出典：アナフィラキシーショックガイドライン改変出典：国立感染症研究所ホームページ

首を出さない

袖口を手袋の中に

帽子をかぶる

長袖・長ズボン

ズボンを靴の中に

皮ふの症状皮ふの症状 どれかどれか＋＋

呼吸器症状
（呼吸困難など）

循環器症状
（血圧低下など）皮ふ・粘膜症状

アレルギーの原因が分かっている場合アレルギーの原因が分かっている場合
原因に曝露後
　　　①皮ふ・粘膜症状
　　　②呼吸器症状
　　　③循環器症状
　　　④持続する消化器症状
　　　　　　　どれか２つ以上の場合

アレルギーの原因が不明の場合アレルギーの原因が不明の場合
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倦怠感 頭痛 発熱鼻水 その他

23.7％23.7％ 22.0％22.0％ 8.1％8.1％ 19.1％19.1％
1.3％1.3％

31.7％31.7％
24.3％24.3％12.3％12.3％

55.6％55.6％

73.3％73.3％

全身症状に関する副反応（女性）

先日いただいた質問はこれです。

「これはただの関節痛ですか？」
　関節痛は病院受診につながる症状の中で、最も多い
ものの一つで、実際に当院でもたくさんの患者さんが
関節痛で受診されています。特にこの時期は農作業で
体を使うことが多く、あらゆる関節の痛みが起こるこ
とがあり、受診患者さんも増えています。 一方で、「い
つものだ」と思っている方は自身で静養されたり、市
販薬を購入されてりして良くなっていることが多いの
ではないかと思います。皆さんの経験どおり、ほとん
どの関節痛は休めば良くなります。

　しかしその中でも、注意すべき関節痛があります。
それは関節の周囲を支えている靭帯や軟骨を損傷した
場合、リウマチ性疾患や感染症が原因となっている場
合です。 これらの疾患の場合、休んでいるだけでは
良くならず、逆に無理に使うとどんどん悪化すること
があります。その症状の特徴は、

　・安静にしていていても痛みが続く
　・朝起きてから１時間以上関節が硬く動かしにくい
　・関節が熱くなり、腫れている
　・関節痛以外に微熱や倦

けん
怠
たい

感
かん

がある� です。
　これらの症状がある場合は無理せずに早期に病院受
診をしていただき、精密検査を行う必要があります。
特にリウマチ性疾患や感染症は早期発見、早期治療が
とても重要です。早期に薬剤を使うことによって、ほ
とんど後遺症がなく生活することができます。

　当院でも、リウマチ・膠
こう

原
げん

病を積極的に診察してい
ますので、上記のような症状があれば、できるだけ早
く受診しましょう。

　令和４年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は受付期間内に申込書を提出してくださ
い。詳細は、市立病院ホームページ（http://unnan-hp）に掲載しています。

１．試験区分、採用予定人数および受験資格
試験区分 採用予定人数 受験資格
看護師 ３人程度 平成３年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む）
助産師 １人 昭和61年４月２日以降に生まれた方で、助産師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む）
保健師 １人 平成３年４月２日以降に生まれた方で、保健師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む）

臨床検査技師 １人 平成３年４月２日以降に生まれた方で、臨床検査技師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む）
相談員 １人 平成３年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士の免許を有する方（免許取得見込みの方含む）

２．受付期間
　７月２１日（水）まで
　・受付時間　　９時～１６時まで（土・日・祝日を除く）
　・郵送の場合　７月２１日（水）までに到着したものを受け付けます。

３．試験日時および試験会場
試験日時 ８月６日（金）　　受付時間：１３時００分～１３時１５分　・試験開始：１３時３０分
試験会場 市立病院

※�職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理にかかわる事務に利用することを目的とし、
それ以外の目的のために使用することはありません。

職員採用試験案内

【問い合わせ先】市立病院　総務課　☎0854-47-7532（直通）

　当院では３月15日から６月４日の期間で、新型コロナワクチンの医療従事者先行接種をし、この接種におけ
る副反応調査を実施しました。
※調査対象者数　【１回目】男性88人　女性236人　合計324人　　【２回目】男性93人　女性243人　合計336人

【接種後の副反応の状況】

≪考察≫・副反応は２回目接種の接種後の出現率が高くなっています。

≪考察≫・接種部位に関する症状の種類では接種１回目と２回目共に男女の違いはありません。
　　　　・その他の症状としては発赤、硬結、かゆみなどがありました。

≪考察≫・全身状態に関する症状では女性の方が出現率が高いです。
　　　　・その他の症状として筋肉痛、下痢、悪寒などがありました。

副反応発生率（男性）

１回目 ２回目

81.5％81.5％
91.2％91.2％

接種部位に関する副反応（全体）

疼痛 腫脹 熱感 その他

96.0％96.0％

17.3％17.3％ 16.7％16.7％

37.0％37.0％

66.7％66.7％

33.0％33.0％30.7％30.7％

92.6％92.6％

接種部位に関する副反応（男性）

疼痛 腫脹 熱感 その他

97.7％97.7％

19.3％19.3％ 14.8％14.8％
25.0％25.0％

37.6％37.6％
28.0％28.0％23.7％23.7％

93.5％93.5％

接種部位に関する副反応（女性）

疼痛 腫脹 熱感 その他

95.3％95.3％

16.5％16.5％ 17.4％17.4％

41.5％41.5％

77.8％77.8％

35.0％35.0％33.3％33.3％

92.2％92.2％

副反応発生率（全体）

１回目 ２回目

87.6％87.6％
96.3％96.3％

副反応発生率（女性）

１回目 ２回目

90.1％90.1％
98.4％98.4％

倦怠感 頭痛 発熱鼻水 その他

20.1％20.1％ 17.3％17.3％ 6.2％6.2％ 14.8％14.8％
0.9％0.9％

28.6％28.6％
23.8％23.8％11.3％11.3％

51.2％51.2％

70.5％70.5％

全身症状に関する副反応（全体）
　　１回目　１回目　　　２回目２回目

　　１回目　１回目　　　２回目２回目

倦怠感 頭痛 発熱鼻水 その他

10.2％10.2％
4.5％4.5％ 1.1％1.1％ 3.4％3.4％0.0％0.0％

20.4％20.4％22.6％22.6％8.6％8.6％

39.8％39.8％

63.4％63.4％

全身症状に関する副反応（男性）
　　１回目　１回目　　　２回目２回目

　　１回目　１回目　　　２回目２回目

　　１回目　１回目　　　２回目２回目

　　１回目　１回目　　　２回目２回目

〔総括〕
　今回実施した新型コロナワクチン接種では、接種１回目より２回目の接種後の副反応症状が多く、いずれも接
種翌日に症状が出現する傾向でした。また、症状が出現しても接種後２日程度で症状が改善しており、後遺症や
生命の危険を伴うアナフィラキシーショックの事例はありませんでした。
　市民の皆さんもワクチン接種をされた際に副反応の症状が出現する可能性がありますが、心配なことがあれば
当院またはかかりつけ医へ相談ください。

注射部位の
症状

発
ほっ
　赤
せき 注射部位の皮ふが赤くなること

疼
とう
　痛
つう 注射部位が痛くなること。注射した後に出

現する筋肉痛も含まれる
腫
しゅ
　脹
ちょう 注射部位が腫れあがること

硬
こう
　結
けつ 注射部位の一般的に柔らかい組織が、炎症

などで硬くなること
熱　感 注射部位に感じられる熱っぽい感じのこと
かゆみ 注射部位がかゆくなること

全身症状

倦
けん
怠
たい
感
かん ワクチン接種後に出現した、だるさ

頭　痛 ワクチン接種後に出現した、頭痛
鼻　水 ワクチン接種後に出現した、鼻水

嘔
おう
　吐

と ワクチン接種後に出現した、吐き気による嘔
吐

下　痢 ワクチン接種後に出現した、下痢

その他 眠気、浮遊感、脇の下の痛み、息苦しさ、関
節痛、寒気、めまい、腹部違和感など

＊グラフ中の用語解説

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第15回：「これはただの関節痛ですか？」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」

危険な関節痛は？

・安静時の持続的な痛み
・朝の１時時間以上続く関節のこわばり
・関節の熱感と腫れ
・発熱や倦怠感を伴っている

市立病院職員の新型コロナワクチン接種後の副反応調査市立病院職員の新型コロナワクチン接種後の副反応調査


